
全大教九州 第 6 回 教職員研究交流集会 シンポジウム 詳細

 シンポジウム テーマ／パネリスト詳細   (8／18 (金) 14:30-16:30)

●テーマ
独立行政法人化は何をもたらすか？ ―― 研究機関・医療の現場から ――

さる5 月 26 日、文部省が国立大学を独立行政法人化するための具体的な検討に入る方針を表明
したことによって、国立大学の法人化は必至の動きとなっています。しかし、本来、独立行政法人制
度とはなじまない大学の特性を保障する特例措置はどのようなものになるのか、また国家公務員の
定員 25％削減計画、行政コスト30％削減計画との関連はどのようになるのかは、まったく不透明なま
まです。さらに、文部省の方針に大きな影響を与えた自民党の提言「国立大学の在り方について」（5
月 9 日）では、学長選考方法の見直し、教員任期制の積極的導入、大学間の再編・統合の推進など
まで謳われています。昨年来、多くの大学・学術関係者によって批判・指摘されてきた独立行政法人
化の問題点は払拭されるどころか、むしろ深刻化しています。私たちは、大学の教育研究条件、教
職員の労働条件を悪化させる恐れの大きい法人化をとても受け入れることはできません。

独立行政法人化の問題点をより明らかにし、ねばり強く反対していくためには、大学の外にも視野
を広げることが不可欠です。国家公務員の定員 25％削減計画、行政コスト30％削減計画は、今後、
どのように進められていくのでしょうか。また、国立大学と同じく独立行政法人制度には適さないにも
かかわらず、来年4 月から独立行政人化することが決められてしまった諸機関の現場では、今どのよ
うなことが起こっているのでしょうか。

本シンポジウムでは、パネラーをお願いした 3 名の方に、行政改革全体の大きな流れと問題点、
国立大学に先行して独立行政法人化する国立試験研究機関・国立病院の二つの機関で起こってる
事態についてお話いただき、独立行政法人化は機関本来の業務や職員の労働条件、さらには市民
にどのような影響を与えるものであるのかを、集会参加者全員で具体的に考える機会にしたいと思い
ます。

●パネリスト
飯塚　 徹氏(国公労連行革対策部次長)
堀　 靖人氏(農林水産省森林総合研究所九州支所研究員)
淀　 房子氏(全医労中央執行委員)

●司会
木崎 安和氏(熊本大学法学部)

 プログラム   改めてプログラムを整理しておきます

8 月 18 日(金)
13:00～ 受付
14:00 全体集会 ・挨拶(実行委員長・全大教)

・基調報告(全大教九州)
14:30 シンポジウム
17:00 職種別分科会
18:30 夕食
その後 自由時間 - - ->「星を見に行こう」ツアーにバスを出します

8 月 19 日(土)
 9:00 職種別分科会
11:30 昼食
12:30 課題別分科会Ａ
15:30 レクリェーション - - ->「阿蘇谷」方面と「南阿蘇」方面にバスを出します
18:30 懇親会

8 月 20 日(日)
 9:00 課題別分科会Ｂ
12:00 全体集会 ・分科会報告

・まとめ
13:00 終了

 分科会 テーマ  何度か変更があったので、改めてテーマ一覧を再録しておきます

【職種別分科会】
教員  事務職員  技術職員  技能・用務職員  定員外職員  農場職員  医療職員

【課題別分科会】 (*印はミニ講演会形式)
A： 独立行政法人化問題  青年  阿蘇の植物と草原(*)  少年問題(*)  遺伝子組み換え(*)  セクハ

ラ

B： 大学改革  楽しい組合作り  年金(*)  情報公開(*)  医療問題(*)  学内環境問題
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